
 

令 和 ７ 年 度  学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト  （  さ い た ま 市 立  大 宮 別 所  小 学 校  ）      学 校 番 号  ０ ６ ７                          

【様式】 
目 指 す 学 校 像 ～主役は子ども～「通いたい・通わせたい・働きたい」学校        

          

重 点 目 標 

１ 「主体的・対話的で深い学び」の実現 
２ 「心の教育」の充実（「いじめ防止」含む） 
３ 「地域とともにある学校づくり」の推進 
４ 「安心、安全で美しい学校環境」の実現 
５ 「学校の組織力」及び「教職員の指導力」の向上、働き方改革の実現 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月１４日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

学

び

の

質

の

向

上 

＜現状＞ 

○『「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一

体的な充実』の研究委嘱（R6～8）を受け 2 年

目である。R6は教育データの蓄積に努めた。 

○全国学力・学習状況調査及びさいたま市学習状

況調査、日常の単元テストの結果等から、知識

技能（基礎学力）の定着に課題がある。 

＜課題＞ 

○「個別最適な学び」を実現できるよう、データ

を効果的に活用するための研究 

○学びのポイントじしゃクに対する教職員の意識

向上と「教える」から「学ぶ」への意識変革 

・「主体的・対

話的で深い学

び」の実現に

向けた授業改

善 

① 「学びの指標」を踏まえた学習者

が主体的に学ぶ授業を実現する。 

② 研究委嘱を活用し、スクールダッ

シュボード導入に伴うエビデンス

に基づいた効果的な指導法を研究

する。 

① 「学びの指標」前期→後期での向上 

② 指導者を招聘した研究授業の実施 

年間 3回以上 

③ 学校評価（教職員）関連項目肯定的

回答 90%以上 

 

 

 

  
・全国学力・学

習状況調査及

び市学習状況

調査の結果等

を踏まえた教

育の推進 

① 教育研究所の学力向上カウンセリ

ング研修等の活用とポートフォリ

オを意識した授業改善を推進す

る。 

② 木曜研修時間を 2 コマ設定し研修

及び教材研究の時間を確保する。 

① 学力向上カウンセリングの受講と全

教員によるポートフォリオの見直し 

② 計画的、組織的な研修の実施 

③ 学校評価（保護者）[学力][コミュニ

ケーション力]肯定的回答 90%以上 

   

2

心

の

サ

ポ

|

ト 

＜現状＞ 

○長欠（傾向含む）児童約 10% 

○[相談できる先生や友達がいる]学校評価（児

童）R6 90.6% 全国学調 82%  

○[自分にはよいところがある]全国学調 91% 市

学調 1年以外 80%台 

○「いじめ見逃し０」をスローガンに、いじめの

積極的認知を行っている。令和 6 年度いじめ認

知件数 27件 

＜課題＞ 

○長欠（傾向含む）児童が多いこと 

○自信がなく、自己肯定感の低い児童が多いこと 

・ 「 自 己 肯 定

感」の向上を

目指した教育

相談体制の充

実 

① SC,SSW,SL 及び関係諸機関との情報

共有と連携を徹底する。 

② 本校 Sola ルーム体制の周知及び一

人ひとりの状況に応じた活用の充

実を図る。 

① 学校評価（児童）「相談できる先生

や友達がいる」肯定的回答率の向上 

② 長欠（傾向含む）児童割合の減少 

       

  
・発達支持的生

徒指導体制の

充実 

① 凡事徹底、迅速・誠実・アフター

ケアの対応をする。 

② 事案発生時には、複数体制で即日

対応し、「報告・連絡・相談・見

届け」と管理職の確認を徹底す

る。 

① 学校評価（教職員）関連項目の肯定

的回答 90％以上 

② 学校評価（保護者）[一人ひとりの子

どもを大切にした教育]肯定的回答

90％以上 

    

3

地

域

と

と

も

に 

＜現状＞ 

○コミュニティ・スクール 6年目 

○R6 第 1 回学校運営協議会において、育みたい児

童の姿を「自分の居場所を作れる子」とした。

第 2回に児童会三役が参加した。 

○ＳＳＮは実質 2 年目であり、育みたい児童の姿

を各団体の視点から目指した。 

○PTA や地域では後継者問題がある。 

＜課題＞ 

○地域でも挨拶のできる児童の育成 

○適切な情報発信 

・協働的継続的

な取組に向け

た、学校運営

協議会と SSN

との協働体制

の強化 

① 児童の自律につながるコミュニテ

ィ・スクールへと成長を図るた

め、学校運営協議会と SSN が協働

した取組を行う。 

② 学校ＨＰ掲載による家庭地域への

情報提供を行う。 

③ 学校運営協議会へ児童を参加させ

る。 

① 学校評価（保護者、教職員）関連項

目の肯定的回答 90％以上 

② 学校ＨＰ内の学校運営協議会及びＳ

ＳＮのページ年間 3回以上の更新 
   

  

・意図的・計画

的で誠実な情

報 発 信 、 受

信、フィード

バックの実施 

① 学校だよりや学校安心メール、学

校公開等の機会を活用し、事前の

丁寧な情報発信や、こまめな学校

評価の実施、確実なフィードバッ

クを行う。 

① 地域と連携した学校公開の設定 

② 学校評価（保護者）[情報発信]肯定

的回答率の向上と[適切な対応]肯定

的回答率の維持 

   

4

教

育

環

境 

＜現状＞ 

○校舎内外で老朽化が進んでいる。 

○樹木伐採や除草等を計画的に行っている。 

○保護者ボランティアや親父の会と連携した愛校

運動が定着している。 

＜課題＞ 

○老朽化の進行 

○主任を通じた校内掲示の見える化 

・安心、安全で

美しい学校環

境の整備  

 

① 教職員による計画的な安全点検の

実施と、修繕の際には最後まで見

届けをする。 

② 校内掲示の定期的更新 

③ 保護者ボランティアや親父の会と

連携して愛校活動を行う。 

① 定期点検の毎月実施、改善個所の迅

速な修繕 

② 学校評価（教職員）関連項目肯定的

回答率の維持 

③ 学校評価（保護者）[教室環境の整

備]肯定的回答 90%以上 

 

 

 

  

・計画的な予算

の執行 

① 優先順位を見極め、計画的な予算

の執行を図る。 

① 予算執行率 95％以上  
 

 

5

教

職

員

の

資

質

向

上 

＜現状＞ 

○学校評価（教職員）[チームワーク]肯定的回答

94% 

○教職員の勤務時間外在校時間 R6 45 時間弱 

○経験年数の浅い教職員が多い。 

＜課題＞ 

○キャリアの良さを生かした組織力向上 

○年間を通したメリハリのある働き方 

・主体的で機動

力のある「学

校の組織力」

及び「教職員

の指導力」の

向上 

① 組織力・指導力向上のため、計画

的に教職員研修を実施する。経験

年数の浅い教職員には OJT を実施

する。 

② キャリア及び組織内の役割に応じ

て、適切に指導、助言、環境調整

をする。 

① 2 学期末までに一人 2回以上授業公開 

② 校内コーチング研修会の実施 

 

 

 

 

  

・児童と向き合

う時間を確保

するための働

き方改革の実

施 

① 運営委員会後に業務改善検討委員

会を開催し、些末なことでも働き

方改革を積み重ねる。 

② 年間を通して、学校行事及び会議

等の時間と内容の見直しを図る。 

① 4 月→12 月における在校時間の縮減 

② 運営委員会後、業務改善委員会の設

定 

 

 

 

 


